
　
自
民
党
、
共
産
党
、
国
民
民
主
党
、

参
政
党
な
ど
の
国
政
政
党
や
、
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
と
い
っ
た
有
力
政

党
が
並
ぶ
中
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
新
人
さ
と
う
み
ず
ほ
は
2
位
で

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
選
挙
期
間

中
は
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
応
援
と
と

も
に
、
地
域
の
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
メ
ン
バ
ー
も
連
日
駆
け
つ
け
、

さ
と
う
み
ず
ほ
の
政
策
へ
の
共
感
を

拡
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
市
議
補
選
投
票
日
の
近
く
で
実
施

さ
れ
た
他
自
治
体
の
首
長
選
挙
に
お

い
て
は
、
自
民
党
が
推
薦
す
る
候
補

が
次
々
と
落
選
し
、
地
域
主
権
主
義

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
補
欠
選
挙
で
も
、
市
民
の
暮
ら

し
と
政
治
を
つ
な
ぐ
多
摩
ネ
ッ
ト
の

地
道
な
地
域
活
動
を
評
価
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
、
私
た
ち
は
、
有
権

者
は
政
治
を
諦
め
て
い
な
い
と
い
う

希
望
を
見
出
し
て
い
ま
す
。

　
さ
と
う
み
ず
ほ
の
当
選
に
よ
り
、

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
単
独
で
の

交
渉
会
派
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
の
発
信
力
を
さ
ら
に
強
め
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
市
民
の
た
め
の
政

治
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
多
摩
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
ご
意
見
、
ご
提
案
を
お
寄

せ
頂
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

「生活者ネットワーク」は多摩市をはじめ都内32の自治体にあります。都・区・市議会議員40名が安心・共生・自治をめざし、それぞれの地域課題に取り組んでいます。
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多
摩
市
議
会
の
補
欠
選
挙
で
、
さ
と
う

み
ず
ほ
さ
ん
が
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

自
身
の
経
験
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
教
育
や

女
性
の
抱
え
る
問
題
に
向
き
合
い「
一
市
民

と
し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
」と
活
動
し
て

き
た
彼
女
の
出
馬
に
、
友
人
と
し
て
選
挙

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
10
年
以
上
地
域
で
消
費
者
活
動
に
関
わ

る
中
で
、
ネ
ッ
ト
の
議
員
の
方
々
が
議
会

を
通
じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
変
え
る
場
面

を
い
く
つ
も
見
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
の

暮
ら
し
に
直
結
す
る
、
市
議
会
議
員
選
挙

の
お
手
伝
い
で
す
。
決
し
て
人
ご
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
子
育
て
と
仕
事

に
追
わ
れ
、
で
き
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ

り
、
葛
藤
も
あ
り
ま
し
た
。

　
最
終
日
、
よ
う
や
く
演
説
に
駆
け
つ
け
、

友
人
の
手
を
と
り
ま
し
た
。
ま
だ
幼
い
子

ど
も
3
人
と
の
暮
ら
し
を
一
身
に
担
い
な

が
ら
、
そ
の
上
に
市
政
ま
で
も
引
き
受
け

よ
う
と
し
て
い
る
彼
女
。
あ
り
が
た
さ
と

同
時
に
申
し
訳
な
い
よ
う
な
、
な
ん
と
も

言
え
な
い
思
い
が
こ
み
あ
げ
ま
し
た
。

　
政
治
は
自
分
た
ち
の
こ
と
。
そ
れ
な
の

に
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
走
っ
て
く
れ
る

人
に
「
が
ん
ば
っ
て
」
と
言
う
の
は
、
何
か

違
う
気
が
す
る
。
で
は
何
と
言
え
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
。
答
え
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん

が
、
私
も
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
し
よ
う

と
、
改
め
て
感
じ
た
選
挙
で
し
た
。

神
永
瑞
穂（
諏
訪
在
住
）

選
挙
戦
で
感
じ
た
こ
と

激
戦
の
多
摩
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

さ
と
う
み
ず
ほ
当
選

　
市
長
選
と
同
時
に
行
わ
れ
た
多
摩
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
。
都
議
補
選（
24

年
7
月
）お
よ
び
都
議
選（
25
年
6
月
）等
に
よ
り
空
席
と
な
っ
た
4
議
席
を
争

う
選
挙
に
は
10
名
が
立
候
補
し
、
大
変
な
激
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　このたびは、おおぜいの皆さまの支
えにたくさんの勇気をいただいた７日
間でした。学習塾の仕事や育児を通じ
て感じた違和感から、社会のあり方そ
のものを変えたいと政治の道を選びま
した。議員として市政に携わらせてい
ただけることを重く受け止めています。
　一人ひとりの命が尊重され輝く社会
の実現に向け、共感力を育む乳幼児期
の環境や、主体的に学べる通いたくな
る学校、ケアする人が支えられる仕組
みづくりに取り
組みます。足元
から着実に積み
重ね、社会を前
に進めてまいり
ます。



①今年、来年の暑さに備えて
　4月12日の市長選で5期目となった多摩市長。選挙前の3
月議会の予算質疑で、市の暑さ対策について質しました。市
長は施政方針において地球温暖化を命の危機と述べ、折しも
気象庁は、40度以上の日の名称を「酷暑日」とするなど暑さ対
策は待った無しです。しかし当初予算は各学校の暑さ対策へ
の予算措置もしていません。断熱、遮熱もない校舎の、とり
わけ4階では学校環境衛生基準も超えており、命の危機への
対策費は急務かつ市長の責務です。
②子ども真ん中であるなら、子どもの権利に配慮した表示や姿勢を
　ここ数年、市は市民ワークショップの手法で老朽化した公
園改修を進めてきましたが、子ども、若者の声の反映が課題
です。子どもに向けた看板表記にはどんな視点が求められて
いるでしょう。
　落合の公園では『壁』『打』『禁』『止』と一枚を大きく掲示し
ています。看板が設置されて30年以上経つと聞きます。ボー
ルを打つ音が時間を問わず近隣に響くという声を受け、子ど
もの声や遊ぶ権利に一切配慮せず「しましょう」でも「お願いし
ます」でもなく「禁止」と強い言葉を選んだのはなぜでしょう。

　またバスケットゴールを突然撤去した公園があります。子ど
もたちは説明も納得もなく遊ぶ権利を奪われ、地域の住民も心
を痛めています。老朽化と地域の苦情が理由とのことですが、
何十年もあったゴールの撤去について、子どもたちにどのよう
な説明をしたのでしょう？ 説明
や理解、納得というプロセス抜
きに「禁止」「抑止」するまちづ
くりが「子ども真ん中」なのか疑
問です。
　国の子ども大綱は、昨年度
から自治体に子どもの意見を聞
くことを求めています。利用の
ルールを子どもたちと考え、地
域住民にも理解を求めていく、
また遮音の材質を研究するなど
の姿勢が求められています。

多摩・生活者ネットワークは会員が3つのテーマ（教育・福祉・環境）に沿って学習・調査等の活動をしています。ご興味のある方、ぜひ。

　労働力不足を背景に国は外国人人材の受け入れを進め、在留
外国人は増加しています。市でも今年1月時点で4033人。3年
前比で約32％増え、多くは家族帯同や長期滞在者のため0〜
18歳の子どもも増えています。しかし小中学校では、日本語が
わからないまま転入するケースが多く課題となっています。
　国は子どもの権利条約に基づき、希望する外国籍の子どもの
義務教育諸学校の就学を認めていますが、就学対応や子どもへ
の日本語支援など「学び育つ権利の保障」は自治体任せです。
■不就学の可能性のある外国籍の子どもは全国に 8432 人

（2024 年文科省）
　市では転入や新入学のタイミングで通知を送り、未回答家
庭への訪問等で不就学防止に努めています。また学校で母語
等による日本語指導（1回2時間、最大35回）を実施しています。
が、地域の文化やルールを知り、理解し合って暮らすために
は十分とは言えません。35回の日本語指導後も学校が関わる
ことが望ましく、教員加配による学校の負担軽減と、子ども
の学習環境整備を求めました。
　語学習得は初期、短期
集中が最も有効とのこと。
市では一年程度の期間で
35回の日本語指導を行っ
ていますが、就学年齢に
とらわれず、言語力と学
校文化を一定身につけて
から就学する仕組みも考えてよいのではないでしょうか。
　最も重要なのは、子どもが学ぶ権利です。それを周囲が守っ
ていくために必要なのは、子どもだけでなく、保護者に対す
る学校情報や説明、円滑なコミュニケーションです。先生含め、
異なる言語や文化を知り、互いを理解し合うツールとしても、
もっと言語指導に深く取り組むべきと質しました。

市議会議員  岩崎みなこ 市議会議員  岸田めぐみ
3月議会一般質問より

国籍を問わず子どもの
学ぶ権利を保障するために市長施政方針について～

予
算
委
員
会
よ
り

■
一
般
会
計
予
算
に
は
賛
成
す
る
も

「
多
摩
市
国
民
健
康
保
険
」「
多
摩
市
後
期

高
齢
者
医
療
」
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
反
対 

！！

　

児
童
手
当
の
拡
充
、
妊
婦
支
援
、
子
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
な
ど
子

育
て
世
帯
へ
の
重
要
な
施
策

の
た
め
の
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
」。
２
０
２
６
年

度
か
ら
年
金
収
入
の
方
、
後

期
高
齢
者
、
会
社
員
、
公
務

員
な
ど
の
医
療
保
険
料
に
上

乗
せ
し
て
年
収
に
応
じ
た
額
を
毎
月
天
引

き
す
る
形
で
始
ま
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
重
要
施
策
の
財

源
を
、
目
的
税
で
あ
る
国
保
特
別
会
計
に

安
易
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
を
認
め
て
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

税
と
は
そ
も
そ
も
国
民
の
暮
ら
し
の
不

均
衡
を
是
正
し
、
必
要
な
施
策
の
た
め
に

仕
組
み
を
整
え
徴
収
す
る
も
の
で
す
。
子

育
て
支
援
に
直
結
す
る
施
策
に
当
て
る
べ

く
、
別
立
て
の
税
の
し
く
み
を
構
築
す
べ

き
で
し
た
。

日本語教室の様子（一般向け）　「多摩市多
文化共生推進基本方針（2025.3月）」より

宝野公園


